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世界保健機関（WHO）による健康の定義注）に示される「ウェルビーイング」は，現在の日本

においてもいわばトレンドのことばといった感がある。他方，2015 年の国連総会で採択された

「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」における国際目標 SDGs の目標 3（すべての人に

健康と福祉を）では，ウェルビーイングの概念自体が文化によって異なるため，世界的に一律な

指標や方法によってウェルビーイングを高めることはできないと指摘されている。たとえば，世

界各地の先住民はきわめて多様であるが，多くの場合にそのウェルビーイングに関わる世界観は

個人・コミュニティ・土地が一体となった関係性を持っており，西洋のそれとは大きく異なるた

め，西洋的な指標や方法で先住民のウェルビーイングを高めることはできないとされる。

ウェルビーイングはポジティブ心理学における中心的なテーマであるが，ここでも文化はやは

り大きな問題となる。そもそも幸福感やウェルビーイングの意味は文化を通じて同じであるのか

という問いに関連して，たとえば日本的ウェルビーイング概念の検討や，社会生態学的アプロー

チによる文化の影響の検討などが行われている。

ヘルス・ケア・システムは個々の不調の原因や治療法について独自のイメージを持つが，クラ

インマンはそれを説明モデル（explanatory model）と呼んでいる。治療者と病者のそれぞれの

説明モデルの相互作用，さらに病者を取り巻く家族や他の人々との相互作用のうちにこのモデル

は変化していくが，ヘルス・ケアの結果としての病者の満足感や治療者からの指示の遵守などは，

治療者と病者双方の説明モデルの一致度やコミュニケーションの程度と関連している。

このとき，生物医学に依拠する医師が持つのは疾患に対する説明モデルであるが，病者が持つ

のは病いに対する説明モデルであり，病者にとって重要なのは「なぜ私が？」「何ができるのか？」

という問いである。病者は病いの経験が持つ意味を模索しながら，生の混乱したできごとを個人

的な語り（narrative）として整理していく。語りは個人の経験に一貫性と連続性を与えるもの

であり，病気認知などを考える際には，語りを通してはじめて個人の意味世界を理解することが

できると考えられる。

 堀毛は乳がん患者を対象に，乳がんという疾患がどのように体験され意味づけられるのかにつ

いて検討した。面接では「乳がん」や「再発」「転移」などの言葉をまったく使わずに表現する

参加者も多く，ことばの選択そのものに病気体験の重さが反映することが示された。またどの参

加者も，最初に異常に気づいた機会についてはきわめて詳細な描写を自発的に行うことから，そ

うした機会はアイデンティティに関する中心的なテーマや葛藤を表すきわめて重要な個人的記

憶（自己定義記憶）に該当するものと考えられた。概して参加者は病気体験を自分の生き方や性

格を変えるきっかけとみなしてポジティブな意味づけを行うことが多く， 病気が人生の語りの

一部に組み込まれているさまが見いだされた。また個人の特徴を見るため，健康生成論の中核概

念でストレス対処能力とも言われる首尾一貫感覚（sense of coherence: SOC）について語りの内

容を検討し，生活の質（QOL）尺度得点の高低で比較した。その結果，語りに見られる対処能力

の違いは QOL にも対応することが確認されている。 
病気や死は人間にとって究極の問題であるがゆえに，それぞれの文化のもとで多様な意味づけ

がなされている。人間は「病気が自分にとって何か『意味のあるもの』となった時，自分の生存
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を脅かす病気を耐え忍ぶことができる」。個人のこの意味づけこそがまさに病いの語りであり，

健康やウェルビーイングを考える際には，疾患そのものにとどまらず，病いの語りに注目するこ

とが必要と考えられる。

このように見てくると，健康やウェルビーイングは必ずしも生物医学的に問題がないことを意

味するわけではないように思われる。デュボスは人間が健康と幸福を望むのは当然としながらも，

「人間がいちばん望む種類の健康は，必ずしも身体的活力と健康感にあふれた状態ではないし，

長寿をあたえるものでもない。…各個人が自分のためにつくった目標に到達するのにいちばん適

した状態である」と述べ，生物医学的に完全な健康を求めるのではなく，各自の目標に応じて毎

日を適応的に生きてゆくことこそが健康や幸福であるとしている。

また精神的健康は身体的健康と分かちがたく結びつき一生を通じて個人の活動に影響を与え

るため，精神的健康はウェルビーイングの本質とも言える。精神的健康はポジティブ感情やレジ

リエンスをはじめさまざまに概念化されているものの，これらはおもに先進国での研究成果であ

る。先に指摘した文化の問題と重なるが，精神的健康の概念の本質は普遍的であっても，そのあ

らわれ方は文脈や文化によって異なることに十分に留意する必要がある。

注）世界保健機関（WHO）憲章より Health is a state of complete physical, mental and social 
well-being and not merely the absence of disease or infirmity. 健康とは、病気ではないとか、 
弱っていないということではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが 満
たされた状態にあることをいう（公益社団法人 日本 WHO 協会訳）。 

【出典】堀毛裕子（2023） 文化と健康・病い・ウェルビーイング 心理学ワールド，103, 4-7. 
※出題上の都合により、内容を一部改変

問 1 著者の健康やウェルビーイングに対する考え方を 500 字～600 字程度で要約するとともに、そ

れに対するあなたの考えを、これまでの社会人としての経験を踏まえながら、要約部分とあわ

せて 800字以内で記述しなさい。 

問 2 あなたの研究計画を簡潔に述べ、その研究を遂行する上で留意すべき点について、文章の内容

を参考にした上で、なるべく具体的に 500字以内で述べなさい。 

著作権法に基づき、公開しておりません。
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